
　

　　　　　　　　　　　　　入試問題　筑波大学附属駒場 2021 4 　　　　　　 エクセル

問 　図のような三角形 ABCを底面とする三角柱があります。ABの長さは 12 cm，BCの長さは 8 cm，角

Bは直角です。点 D，E，Fはそれぞれ三角柱の辺上にあって，ADの長さは 5 cm，BEの長さは 10 cm，

CFの長さは 4 cmです。

　点 Pは Dを出発し，秒速 2 cmで Aに向かって進み，Aに着いたらすぐに折り返し，秒速 2 cmで Dに

向かって進み，Dに着いたらまたすぐに折り返して，同じ動きをくり返します。

　点 Qは Eを出発し，秒速 3 cmで Bに向かって進み，Bに着いたらすぐに折り返し，秒速 3 cmで Eに

向かって進み，Eに着いたらまたすぐに折り返して，同じ動きをくり返します。

　点 Rは Cを出発し，秒速 1 cmで Fに向かって進み，Fに着いたらすぐに折り返し，秒速 1 cmで Cに

向かって進み，Cに着いたらまたすぐに折り返して，同じ動きをくり返します。

　 3点 P，Q，Rが同時に動き始めるとき，次の問いに答えなさい。
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(1) 　 QRと BCがはじめて平行になるのは，動き始めてから何秒後ですか。

(2) 　三角柱を，三角形 PQRで 2つに分け，三角形 ABCをふくむ方の立体を ア⃝とします。
(ア) 　立体 ア⃝がはじめて三角形 ABC を底面とする三角柱になるのは，動き始めてから何秒後で

すか。

(イ) 　立体 ア⃝が三角形 ABCを底面とする三角柱になるとき，その三角柱の体積として考えられる

ものをすべて求めなさい。


